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Summary

Dit artikel beoogt een beschrijving te geven van de defensie in Nederland sinds het midden

van de 19e eeuw tot het midden van de 20e eeuw. In Nederland bestaan talloze publicaties met

betrekking tot dit onderwerp gedurende deze periode, maar in Japan zijn zulke publicaties

zeldzaam. In werken die een algemeen overzicht van de Nederlandse geschiedenis geven, wordt

wel kort aandacht aan dit onderwerp geschonken, maar men treft er geen verslagen met concrete

data aan. Dit artikel wil in deze lacune voorzien met een verslag van de defensie uitgaven en de

numerieke militaire kracht gedurende deze periode.

Samengevat, is het volgende duidelijk geworden.

Met betrekking tot de defensie uitgaven wordt er een toename in de uitgaven waargenomen

in de jaren '60 en 70 van de 19e eeuw. In de jaren '60 vindt een toename plaats in reactie op de

Pruisische dreiging, in de jaren '70 stijgen de defensie uitgaven onder invloed van de Frans-Duitse

Oorlog om de Nederlandse neutraliteit te kunnen waarborgen. Na dese periode van toename

volgt een periode van bezuinigingen, maar vanaf het begin van de 20e eeuw nemen de uitgaven

weer geleidelijk toe. Desalniettemin wordt ook dan het aandeel van het defensie budget binnen

het nationale budget zoveel mogelijk beteugeld.

De numerieke militaire kracht wordt versterkt met de invoering en uitbreiding van de

dienstplicht. Vooral in de 20e eeuw neemt het militair personeel in omvang toe, waarbij de

nadruk voornamelijk wordt gelegd op de versterking van de militaire numerieke kracht met

dienstplichtigen, meer dan met officieren en onderofficieren.

はじめに

本稿の目的は,19世紀後半から20世紀前半にかけて

のオランダの国防について,国防費と兵員の二つの観

点から報告することにある。

オランダにおいては,この時代の軍事的な内容に関

する研究や報告が幾つか見られる(例えば, Gooren

1987, Klinkert 1992, Spork 1995)。しかし,日本で

は,オランダ史の概説書の類(例えば,栗原1988,今

来編1992)のなかで簡単に触れられている程度であ

り,具体的なデータをもって紹介している文献は目に

しない。そこで本稿において,19世紀後半から20世紀

前半にかけての国防費と兵員の変化を,オランダの文

献をもとに紹介することにした(1)。

また,国防費と兵員の変化を,当時の時代・社会背

景と合わせて見ることで,データの意味するところを

探ってみたい。

1.オランダの国防費

早速,19世紀半ばから20世紀初頭にかけたオランダ

の国防費について見てみることにしよう。

まず, 1850年から1873年までの国防予算と政府会計

決算を示しだのが表1である。四半世紀の間に陸軍と

海軍の国防費が延びていることは明白であるが,注意
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深く見ると幾つかの点で特徴的な事柄がある。

1867年を除いて,いずれの年も陸軍が海軍より国防

費を多く使っていることが分かる。 1850年代前半には

陸軍が海軍の2倍近い国防費をもっていたのに,次第

にその差は縮んでいった。そして1867年には一時的で

はあるが,陸軍と海軍の国防費が逆転している。この

時期は,特に国防費に多額の資金が使われている。実

に2800万ギルダーを超える陸・海軍費が使われている

のである。陸・海両軍の予算と実際の支出をみても,

前後の時期と比べてかなり多いことがわかる。

一般的にいって1860年代前半のオランダは,軍部の

改革と政治的な安定から国防分野は重みを失ない,ま

わりの国を見渡しながら,うまく対処してゆけばよい

状況にあった。それがなぜこの時期に,これだけ国防

費が増えたのか。

その理由は,隣国プロシアが,全土統一という名目

のもとに,軍事力を強化していたことによる影響と推

察される。前年の1866年には,普襖戦争でプロシアが

オーストリアを破っている。これが不安要因となり,

すランダは国防費を増やしたのである。そして,それ

まで比較的源軍の強化に力を注いでこなかったこと

が,海軍費の増加につながったと思われる。 1860年代

のオランダは,3万人程度の軍隊しか保持していな

かった。そのためこの時期になって,国家の安全が不

安視されたのである。

また,3年後の1870年にも再び国防費が増え,政府

会計決算に占める陸・海軍費の割合は28.0%にも及ん

でいる。これは明らかに普仏戦争の影響によるもので

ある。普仏戦争では産業革命の成果を受けて,自動小

銃や移動式大砲の導入,爆弾の強力化など,様々な軍

事的技術が発展した。しかし当時のオランダは,依然

として旧式の軍備しか保持しておらず焦りがあった

(Kors 1996, P.37)。それが国防費の増額につながった

と推察される巴

ここで政府会計決算に占める陸・海両軍の軍事費の

割合を確認しておくと, 1850年代を通しておよそ21%

から23%の間で推移していたのが, 1859年から1861年

にかけて高い割合を占めている。その後の数年は低い

値を維持しているが, 1867年から再び高い割合を占め

るようになった。そして前述したように, 1870年には

28.0%という最高の値を示している。これらの時期は

政府会計決算の実に四分の一が国防費に費やされてい

る。

次に, 1875年から1914年にかけての国家予算と国防

費を示したのが表2である。前表と項目が異なるが,

19世紀後半から20世紀はじめまでの国防費の推移を見

る上では有効である。

表によると,国家予算は1875年から段階的に増加し

ているが,特に19世紀末から20世紀初頭にかけての増

加が著しい。その後の伸びも大きく, 1875年から1900

年の25年間に約3300万ギルダーの増加が見られたのに

対し,1900年から14年間には約7600万ギルダーも増え

ている。むろん物価の上昇も考慮しなければならない

が,それにしてもこの伸びは大きい。実は国家予算の

増加の背景には,国債の発行が大きく影響していた。

国債の額は, 1870年から1914年の間に,毎年2800万か

ら3900万ギルダーにも及んだのである(Klinkert 1992,

p.482)。これはインフラストラクチャーの整備や産業

化の促進,行政サービスの向上といった様々な要求に

対処するためであった。

国家予算と国防費を比較してみると,必ずしも国家

予算の増加に伴って国防費が増えているわけではな

く,年度によってばらつきがある。陸軍は海軍よりい

ずれの年も国防費が多いことに変わりはないが,全体

として19世紀の間は,両軍の合計が3000万ギルダーか

ら4000万ギルダーの範囲にあった。ところが20世紀に

入ると国防費は4000万ギルダーを超え,わずか10年程

で5000万ギルダーを超えた。 20世紀に入ってからの国

防費は,国家予算の増加に伴って増えている。

国家予算に占める国防費の割合を見ると,陸軍は

13%から21%の幅の中にあり,多くの場合14%から

17%の範囲にある。海軍はいずれの年においても9%

から12%の比較的安定した範囲内にある。両軍を合わ

せると国防費の割合は国家予算のおおよそ25%前後で

安定している。ただ, 1870年代後半と1890年代の半ば

には,高い値を示している。 1870年代後半に高い値を

示したのは,普仏戦争後,国防システムの強化が必要

であるとの認識が強まり,予防的防衛措置として多額

の国家資金が投入されたためである(Klinkert 1992,

p.481)｡特に陸軍の占める割合が高いのは,陸からの侵

入に備えるため,様々な防衛措置が講じられたことに

よると推察される。 1870年代後半に国家予算の増加が

抑えられているのに対し,両軍合わせた国防費が高い

値を示していることからも,国防に対する力の入れよ

うが伺える。また,1890年代半ばに比較的高い値を示

しているのは,新しい武器の導入を進めたためである

(表3のE欄参照)。

以上のことは, 1875年の国家予算と国防費をそれぞ

れ100とした場合の,その後の両者の推移を見てみると

理解しやすい。前述したように, 1870年代後半には国

家予算が抑えられているのに,国防費は10ポイント前

後増えている。逆に, 1880年代には,国家予算に比べ

て国防費は伸びていない。1890年代半ばには,国家予

算と国防費がほとんど同じポイント推移していること

から,この時期にはある程度の重みを国防費に置いて

いたことがわかる。そして20世紀に入ると,国防費の

ポイント数は伸びているが,国家予算のポイント数の

伸びに比べれば,伸び幅は小さい。国防費はある程度

必要であるが,それはあくまでも国家の防衛を目的と

しているため,国家予算に占める国防費の割合を一定
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の範囲内に留めようと努力した結果であった(3)。

ちなみに後の国防費は,1919年に2億700万ギルダー

であったが, 1923年には9200万ギルダー, 1934年には

7400万ギルダーであった。第一次大戦後はできるだけ

財政負担にならないよう,国防費が抑えられたのであ

る。

ここで1875年から1914年までの,陸軍の予算におけ

る特別費について見ておくことにしたい(表3)(4)。特

別費の内訳と支出を見ることで,国防上,その時々で

必要とされた内容が分かる。表を見ると,要塞システ

ムのための支出が1875年から1883年にかけて多く,陸

軍の全予算の中でも10%を超える割合を占めているこ

とが多かった。その後は徐々に減り,1900年以降は陸

軍の全予算の5%を超えることはなくなった。要塞シ

ステムの強化は19世紀後半を通して行われたことと,

20世紀に入るとその強化や必要性が以前より低くなっ

たことが分かる。

これを表2の国家予算や国防費と照らし合わせてみ

ることにする。 1875年から1883年までは,国家予算は

さほど増加しているわけではなく,国防費も1876年か

らの2,3年間を除いて特に多いわけではない。要塞

システムのための支出が1876年から2,3年の間に多

いことは当然としても, 1880年から1883年にかけて国

防費が比較的抑えられている中で要塞システムに資金

を投入したことの意味は大きい。なぜこの時期に重点

的に投入する必要があったのか。それは前にも述べた

プロシアの脅威と普仏戦争の影響によるところが大き

いと思われる。自国の防衛のためには,要塞システム

の整備が重要であると考えられたのではなかろうか。

そして要塞システムの整備を進めるのに,10年間は予

算を重点的に配分し,その後は徐々に削減されたので

ある。 20世紀に入ってからは国家予算と国防費が増加

しているなかで,要塞システムに関する支出は100万ギ

ルダー前後に抑えられている。ここからして,20世紀

の始めには,要塞システムの整備がおおよそ整ったこ

とと,周辺諸国の状勢からみて,多くの資金を投じる

必要性が低くなったと推察される。

同じように大砲のための特別支出も, 1875年から

1883年ごろにかけて多くの費用が注がれたが,その後

は徐々に減少していった。1876年から2年間は,要塞

システムの整備に劣らない支出があった。これは,要

塞システムの整備と同時に,他国の侵入を防ぐために

は,それまでの旧式の大砲から近代化した大砲の導入

が必要とされたからである。

兵舎と工兵隊の整備は100万ギルダー以下の支出に

抑えられていた一方で(1883年を除0,榴弾砲やマシ

ンガンなどの新たな携帯式武器のための費用が1895年

になって大きな支出を占めるようになった。これは,

その後5年間に渡ってかなり配備されたと思われる。

兵士の戦闘には,携帯式兵器の近代化も進めなければ

ならなかったのである。 1904年には速射砲を導入する

ため一時的に120万ギルダーが予算化されたが,これは

その年の他の特別費を凌いでいる。

ここまで国防費について見てきたが, 1874年から

1914年までのオランダの軍事政策は,基本的に国家の

防衛にあった。「要塞法令」が採択されてから数年の間

は,多くの資金と勢力が防衛線の建設と動員に注がれ

た。あらゆる攻撃に備えた訓練を行いながらも,特に

北海からのオランダヘの侵入に備える訓練に力を入れ

た。また,同盟国への援護や救援活動,時間稼ぎをす

る訓練,必要最小限の軍隊を残して重要拠点に大軍を

配備する訓練も行った。 1874年から1885年にかけては

ブラバント州からザイデル海へと続く新オランダ運河

防衛線と,デンヘルダーにおかれた海軍の重要拠点に

力が注がれ,ロッテルダム南方の河ロには近代的な要

塞が築かれた。こうして1885年の時点では,議会や軍

部の誰もが適切な防衛力が備わったと考えていた。

1885年以降は,それまでと比べて軍縮の傾向がみら

れた｡軍の幹部は国防面における軍縮の影響について,

オランダ南部と東部の防衛線の弱体化を気にしていた

が,結局これといった手だてを取らなかった。軍事政

策は,あくまでも防衛のためであるという認識が中心

にあったからである(Klinkert 1992, p.538)。だが,

そのころヨーロッパ列強国は,陸上戦において戦車の

導入が常識となり,配備が進んでいたのである。そう

した中でもオランダは,静観の姿勢を崩さなかった。

ヽ
フ

2.オランダの兵員

次に,オランダの兵員について見てみることにする。

その前に,オランダの徴兵制度について記しておこ

オランダではじめて徴兵制が導入されたのは, 1810

年のオランダ王国時代である。事実上,フランスの支

配下にあったため,フランスのために導入されたと

いっても過言ではない。 1810年から3年間に,述べ3

万人に及ぶ20歳以上の男子が徴兵された。彼らはナポ

レすンの軍隊に併合され,戦地に赴いたのである。

フランスの支配から解放されると,ネーデルラント

王国の国王ウィレム1世は, 1814年に大規模な軍隊を

編成し,オランダの軍事力強化を試みた。すでに前年

の12月6日に「自発的武装化のすすめ」という布告を

出して兵員の強化を試みたが,4千人程度しか集まら

なかったため,同年の12月20日に,再度,「一般国民武

装化の規則」を出した。これにはオランダの自立を諸

外国へ示す意図があった。この規則は徴兵色が薄かっ

たことと,国民の愛国心から広く浸透し,17歳から50

歳までの多くの男子が任務を受け入れ,主として中心

部から離れた地方の防衛に当たった｡ Landstorm とい

う組織から始まった軍隊は,後にLandmilitieという

より組織だった軍隊へと変わった。しかしこれは完全
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な軍隊というよりは,防衛のための市民軍あるいは治

安維持軍といった性格が強かった。

ウィレム1世はこれをより強固なものとするため,

憲法に軍隊の条項を盛り込み,徴兵期間を5年間とし

た上で,18歳以上の男子が当たることとした。 1815年

には, Landstormと,Landmilitie+職業軍人の二つが

編成された。

こうしてネーデルラント王国の軍隊は徴兵制によっ

て強化され, 1839年には全男性人口の10%,実に8万

人が兵役に就いた。しかし1840年にウィレム1世が引

退すると,オランダの軍備は中立国家を維持するのに

必要な最小限の規模でよいとされた。これはウィレム

1世が防衛費に多額の資金を費やしたことへの批判か

ら起きたことであった。それでも1840年代の軍事支出

は,国家予算の25%程度を占め,国債に次ぐ財政問題

となっていた。(Kors 1996, p.36)

1848年からは新憲法(第53条)によって,国会が国

防に関する全ての内容を決定することになったため,

政府が軍事予算や軍備,徴兵についての政策を練るこ

とになった。その後19世紀の後半をかけて,オランダ

は徐々に軍事的配備を強化していったのである。 1898

年には,ついに全ての者が徴兵の義務を負うことに

なった。しかし全ての者が徴兵に参加するわけではな

く,くじ引きによって兵役に就く者が選ばれた。三人

のうち一人に兵役が課せられ実際の訓練を受けること

になったが,残りの二人も待機要員としての義務を

負っていた(5)。

とはいっても19世紀の後半世紀は,伝統的な市民軍

(schutterij)が軍事力として頼りにされていた。 1901

年7月24日に｢国防義勇軍の統制のための法律｣が制

定されるまでは,この市民軍を当てにしていたのであ

る。だが｢国防義勇軍の統制のための法律｣によって,

毎年の徴兵者数がH,000人から17,500人(そのうち600

人は海軍にあてられた)に増えた。 1912年になると,

さらに増員されて,年間23,000人が徴兵されることに

なった。そして軍隊に所属する者は7年間,国防義勇

軍(Landweer)に所属する者は5年間の任務を負うこ

とになった(6)。

1922年に制定された新しい徴兵法では,この二つが

まとめられ,徴兵義務が15年に延長された。全ての者

が軍隊の所属となり,国防義勇軍は廃止された。そし

て15年間の責務の後も,さらに5年間は予備期間とさ

れ,動貝の際,補充が必要と判断されれば直ちに召集

されることになっていた。ちなみに1922年には19,500

人が徴兵され,そのうち約千人が海軍に配備された。

では,オランダの兵員の変化を見てみることにしよ

う。これを示しているのが,表4である。

表によれば, 1885年から1913年にかけて,士官の数

はおよそ200人増,下士官の数は約7千人増,予備兵の

数は7万人強増えている。 1885年を基準にこれらを見

ると,士官は12%弱,下士官は30%弱,予備兵は約240%

増えており,予備兵の増加が顕著である。年代ごとの

変化と特徴に注目すれば,士官の数は1890年代前半に

増加し,その後は1,900人から2,000人の間におさまっ

ている。下士官は1913年に5千人弱急増している。予

備兵は1900年から1910年にかけて,毎年5千人から1

万人の規模で増加している。予備兵の急増は, 1901年

に制定された法律によるものである。こうしてオラン

ダの兵員は,20世紀に入って予備兵の増加によって強

化されたことがわかる(7)。

第一次世界大戦以降の兵員については,どうだった

のだろうか。

第一次大戦から第二次大戦にかけて,オランダでは

兵員の増強政策が採られた。その多くは徴兵による兵

員の強化である。 1914年の際に動員されたのは20万人

ほどであったが, 1926年には34万人の動員力を保有し

ていた(8)｡1926年以降も毎年徴兵の強化が行われ,1万

人規模で兵員が増強された。このような兵員の増強に

は,二つの理由があった。ひとつは,1914年の軍事力

では国家の防衛に不十分であると大臣が当時の議会で

発言したことを受けて,政治家と軍部がこれを支持し

たため,その後,長年にわたって徴兵数が削減されな

かったことによる。もうひとつは,長い間戦争を経験

していなかったオランダの防衛方針が,兵器の近代化

や装備の充実よりも,兵員の増強におかれていたため

である。

以上からわかるように,オランダの兵員は,19世紀

末には士官のような高位の兵員の増加がみられたが,

20世紀に入ると士官クラスよりも予備兵や歩兵,そし

てなによりも徴兵者数の増加によって強化されたので

ある。

まとめと考察

ここまで19世紀後半から20世紀前半にかけてのすラ

ンダの国防について,国防費と兵員の推移を見てきた。

その結果,幾つかの特徴的な点が見えてきた。

国防費については, 1860年代後半にプロシアの脅威

から高い支出が見られたことと, 1870年代に普仏戦争

の影響からオランダの中立を維持するために多くの支

出が行われた。その後,国防費はかなり抑えられたが,

20世紀に入ると徐々に支出が増えた。それでも国家予

算に占める割合としてはできる限り抑えられていた。

一方,オランダの兵員は,徴兵制の導入と拡大によっ

て強化された。特に20世紀に入ってからの兵員数の増

加が著しい。士官や下士官よりも,徴兵によって集め

られる兵員の強化に力を入れてきたのである。

以上から,確かにオランダは19世紀後半から20世紀

前半にかけて,ある程度国防の強化に力を注いできた

といえる。時期によっては隣国の驚異から,国防費の

割合が増えて,多額の資金が費やされたこともあった。
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オランダの国防

要塞システムや新しい兵器の導入に,多くの人的・物

的資源が投入されたのも事実である。国家予算に占め

る国防費の割合が,19世紀の後半には22%から30%近

くまで増えた。また,徴兵によって兵役に就く者が,

順次増やされていった。本来,必要性の低い徴兵であっ

ても,当時のオランダとしては,国防上やむを得ない

と判断されたのである。しかし,それらはあくまでも

国家の防衛と中立主義という基本的理念に基づいて進

められた。
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表1 国防予算と政府会計決算(1850年-1873年)
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表2 国家予算と国防費

オランダの国防

表3 陸軍の予算における特別費
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表4 オランダの兵員
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